
～ チケットは好評発売中です ～

窓口販売・電話受付 10時から１７時まで

●大崎市祥雲閣TEL：24-3385

●市民ギャラリーTEL：21-1466（緒絶の館）

●大崎市民会館TEL：22-2649

【日 時】

令和6年 8月 4日（日）
開場13:00 開演 13：30
【入場料】

一般1,500円（全席自由）

「江戸前の芸」を間近で堪能できる

祥雲閣寄席を開催します。

古典芸能の粋と臨場感あふれる津軽

三味線の演奏をお楽しみください。

落語は庶民の日常を笑いで表現する話芸です。扇子や手拭いを様々なものに

見立て一人で複数の役を演じます。噺の最後に必ず”オチ ”がつきます。

津軽三味線は三味線より大きく胴に使われている皮にも違いがあります。

巧みなバチさばきから生まれる音色は力強く、かつ繊細です。

たより vol.60

祥雲閣は、日本の伝統文化の伝承と普及の

ために利用できる施設です。

茶道をはじめ、筝･謡･舞踊などの発表会や

お稽古にご利用いただけます。

なお、入館・見学は無料です。

和の空間で四季折々の庭園を眺めながら

ごゆっくりお過ごしください。

姉妹都市台東区から

江戸芸人がやってくる!!

祥雲閣寄席
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〒989-6105

宮城県大崎市古川福沼一丁目2番 2号

TEL・FAX 0229-24-3385

茶碗はお茶を飲むためだけの物ではなく、亭主（もてなす側）と

客をつなぐ道具です。茶室の中に季節感の演出をする役割もあり、

お茶をいただいた後に茶碗を鑑賞する拝見という所作があります。

茶碗は・唐物（中国から伝わったもの）

・高麗物（朝鮮半島から伝わったもの）

・和物（日本で作られたもの）

など、産地や釉薬などによって細かく分類

されています。

一般的に薄茶には小ぶり、濃茶には大振り

で厚めのものを使用します。夏が近くなるこ

の時期は、薄く浅い形で中の茶が冷めやすい

ように工夫がされている夏茶碗を使用します。

冬場は茶が冷めにくいように形がどっしりし

ていて、厚手で筒型のものを使用します。

カレンダー ※月曜休館 は休館日（変更する場合もあります）

所在地 大崎市古川福沼一丁目２番２号

電 話 0229-24-3385

交 通 JR 古川駅から徒歩約20分

車 東北自動車道古川 ICより約10分

駐車場 有

休館日 月曜（月曜が祝日の場合は翌日）
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6月 7月 8月茶席の道具

茶 碗

６月は「梅」と縁が深い時期です。「入梅」は立春から

135日目にあたり、今年は６月１０日です。

この時期に収穫された梅の実を使い梅干しや梅酒など

を手作りすることを梅仕事と言います。四季を楽しむ昔

ながらの風習のひとつですが、近年は無添加や食の安全へ

の関心の高まりから取り組む方も多いそうです。

少し硬めの青梅がだんだん黄色に色づいて香りも豊かに

なりオレンジ色がかかった柔らかい梅へと変化していきま

す。青梅は梅酒、黄色は梅干し、オレンジ色の梅はジャム

にといろいろな方法で楽しめます。 ※諸説あります。


